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令和８年度 事業計画書   

部署 老健２F 記入者職氏名 久保山 香津美 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

１． 経営健全化に向けての取り組み 

２． 生産性向上の取り組み 

３． ケアの質の向上の取り組み 

４． ICTを活用し組織横断的な仕組みづくり 

５． 地域貢献事業の取り組み 

６． 事業継続計画（BCP）の検証・見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

１．経営健全に向けての取り組み 

①  稼働率が低下しないよう救急搬送・転倒を防ぐ 

   ・利用者の状態の変化に気づき素早い対応をする 

   ・転倒の可能性がでてきた利用者にもカンファを行い対応する 

   ・利用者の様子をこまめに相談員に伝え在宅復帰など相談をする。 

   ・空床が出た時には、老健全体を考えた受け入れ、ショートの受け入れを行う    

  ②  経費削減の取り組み  

     ・電気・エアコンのつけっぱなしを防止する。入浴日には特に電気を切る。 

・パットの使用についても話し合いを持ち工夫する。 

２．生産性向上の取り組み 

  ① 事業所内の整理整頓 

     ・環境の整備を行い職員へ統一した整理の徹底を行う。 

  ②  業務の内容の見直し 

・1日の流れの見直しを行い、業務の明確化を図る 

  ③  手順書の作成 

・誰がみてもわかる手順書を作成する。外国の方用の手順書も作成する。手順書があることで指導の統一化、効率化を

図る。 

３．ケアの質の向上の取り組み 

  ①  勉強会を実施し、ケアの質の向上に取り組む 

  ②  ケアプランの見直しを行い、それに沿ったケアの実施 

４．ITC を活用し組織横断的な仕組み作り 

  ①  加算の見直しを行い算定の確立を行う 

５．地域貢献事業の取り組み 

  ①  自治の清掃活動への参加、交流行事への参加を行う 

  ②  地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の参加 

６． 事業継続計画（BPC）の検証・見直し 

(ア) 防災備蓄品の確認を行う 

(イ) 安否確認の訓練実施への参加を行う 
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令和８年度 事業計画書   

部署 介護老人保健施設ケアセンターゆうわ 3 階 記入者職氏名 長尾 加奈恵 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1  防災備蓄品の確認 

  6-2  安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

1.経営健全化に向けての取り組み 

2.生産性向上の取り組み 

3.ケアの質の向上の取り組み 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

5.地域貢献事業の取り組み 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

１ 経営完全化に向けての取り組み 

1-1管理会計シートをもとに毎月の予算管理を行う 

1-1-①稼働率の維持（95％以上） 

1-1-②相談員と密に情報共有し連携を取る 

1-1-③計画的な入所、退所を行う 

1-1-④在宅復帰に向けてカンファレンスを計画的に行う 

1-1-⑤空床があれば適宜ショートステイ利用 

1-2 財務基盤の安定を図る 

 1-2-①加算を確実に取得する。 

1-4 経費削減の取り組み 

 1-4-①無駄な電気は使用せず、エアコンは適正温度で使用する。 

 1-4-②職員間で情報共有しパットやオムツの適切な使用。 

 1-4-③物品の位置を明確化し不必要な在庫がないようにする。 

2 生産性向上の取り組み 

  2-1 生産性向上のガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

 2-1-1-①整理整頓に心掛ける 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

 2-1-2-①業務マニュアルの見直し 

 2-1-2-②業務の洗い出しを行い、適切な勤務帯に振り分ける 

2-1-3 手順書の作成 

 2-1-3-①標準手順書の作成 

2-1-3-②職員全員が業務遂行可能な体制を作る 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

 2-1-4-①ケース入力、記録の徹底 

 2-1-4-②申し送りの短縮 

2-1-5OJT の仕組みづくり 

 2-1-5-①研修参加を促し知識の共有 

3 ケアの質の向上の取り組み 

   3-1質向上と働きがいのある職場づくり 

    3-1-1 理念、行動規範の徹底 

     3-1-1-①理念、行動規範に沿った行動をする 

     3-1-1-②ユマニチュードに沿った対応を徹底 

     3-1-1-③事故カンファレンスの徹底 

    3-1-2 OJT強化事例検討会 

     3-1-2-①全職種によるカンファレンスの実施 

４ ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

   4-1事業所での購入機器の検討 

    4-1-①職員で購入必要な機器がないか情報共有 

   4-2加算算定の確立 

    4-2-①担当者による確実な加算算定を行う 
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5 地域貢献事業の取り組み 

① 地域における交流行事や清掃活動に積極的に参加する 

② 認知症一人歩き創作模擬訓練への参加 

③ 健康講座の実施 

 

6. 事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

   6-1防災備蓄品の確認 

6-1-①必要な物品、必要量を把握 

   6-2 安否確認訓練、研修の実施 

    6-2-① 安否確認が確実に取れるよう職員へ周知徹底 
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令和 8年度 事業計画書   

部署 ソーシャルコンシェルジュ 記入者職氏名 課長  田房利一 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

1. 経営健全化に向けての取組み 

2. 生産性向上の取り組み 

3. ケアの質の向上の取り組み 

4. 地域共生社会への貢献 

5. BCPへの取り組み 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1. 目標稼働率平均９５％(SSの２％含む)、在宅復帰率５０％を維持する。 

1-1 １～３か月先までの長期稼働推移を徹底予想したコントロール 

1-2 各相談員同士の相談状況、入退所予定管理の情報共有の強化 

1-3 医療機関との信頼関係強化 

1-4  関係機関との研修会等への積極的な参加 

1-5 入所時の薬価の壁の見直し 

1-6 在宅復帰・在宅療養支援機能(Ⅰ)・・・９月からの超強化型を目指して！！ 

1-7 取得済みの加算の取りこぼしをなくす 

 

2. 生産性向上の取り組み 

    2-1 ほのぼの NEXT，眠りスキャン以外での監視カメラやセンサーなどの ICT 機器の導入 

      （事故予防や実際に事故が起こった際の証明） 

        2-2 ICTを活用した情報共有の実施 

2-3 書類作成に ICT を用い、業務量の削減、効率化を図る 

 

3. ケアの質の向上の取り組み 

3-1  就業前での理念と行動規範の唱和 

3-2  理念、知識、技術それぞれでの研修実施 

3-3 危険予測や事故回避など事故防止に向けたトレーニングの実施 

 

4. 地域活動への参加 

4-1 季節ごとの祭りごと、海岸清掃、クリーン作戦などの地域行事、活動への参加 

4-2 地域行事に参加した際にシニア世代に雇用促進が図れるよう広報アイテムを作成する 

4-3 関係機関や地域のボランティア団体との連携強化を行う 

 

5. BCPの取り組み 

   5-1 防災備蓄品の確認 

   5-2 定期での緊急連絡、安否確認の訓練実施 
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令和８年度 事業計画書   

部署 通所リハビリセンターゆうわ 記入者職氏名 主任 矢野 稚子 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1. 地域における公益的な取組の推進 

  5-2. 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3. 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4. 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1. 防災備蓄品の確認 

  6-2. 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標  

1 経営健全化に向けての取組み 

2 生産性向上の取り組み ICT の活用 

3 ケアの質の向上の取り組み 

4 地域貢献事業の取り組み 

5 事業継続計画（BCP）の検証・見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1 経営健全化に向けての取組み  

1-1広報活動を行う 広報活動における情報発信についての取り組み 

  広域に居宅・ご家族・新規へ案内し登録数および利用数アップを目指す 

  ・広報誌作成を個人に決めず内容を職員で分担しアピール宣伝したい広報誌作成・共有する 

  ・月に一回の実績配布（居宅）・リハビリ会議（オンライン含む）での広報誌を手渡しし全職員が説明広報に参加する 

  ・自宅訪問を必要時早急に行い居宅・ご家族本人様に伝えることで他事業所との差別化支援方法をする  

  ・現時点と次週の空き情報を予測し月一広報誌ホームページだけではなく各居宅へ週の見直し伝ええる 

1-2 経費削減の取り組み 

   棚卸ファイル形式に物品管理を行う 

1-3 財政基盤の安定を図る 

   ・事故防止・備品管理の修繕を速やかに行う 

   ・日々に加え月一回備品整備を行う 

   ・4.5.6 月に月 2回まで体験無料（介護限定・入浴有）を行い 

    リハビリ体験の充実とインパクト・居宅アピール月間とし登録数 V字回復 

    夏季利用減少対策を行う 

 

2 生産性向上の取り組み  

2-1 タブレット ICT 活用し業務の明確化と役割分担を作成する  

   役割の洗い出し、タブレット活用タイムリーなリハビリ・タイムスケージュール管理表作成と入力で LIFEに反映させる 

   エクセルで作成していた管理表を計画書を引き続き改定を見直しほのぼのへ移行していく 

2-2 各職員へ役割を設け明確化することで意識・質を向上させる   

2-3 毎日のミニミーティング・月一ミーティング実施 

2-4 各職員の体調と 1 日のスケジュール管理を自覚・共有できるよう送迎前に５分朝礼を行う 

 

3 ケアの質の向上の取り組み  

3-1 理念・四訓と行動規範の唱和 

3-2 老健リハと情報共有し事例検討会・カンファレンスを行う 

3-3 リハビリ会議を十分活用し事前ミーティングで多職種意見交換・発言の場を設ける 

 

4 地域貢献事業の取り組み 

4-1地域交流カフェを活用した健康講座 

4-2各職員のリハ体操・得意分野を伸ばす 

 

5 事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

5-1備蓄品として日常使用品の確認・確保をする 

5-2防災机上訓練と研修を各 年一回実施する 
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令和 8年度 事業計画書   

部署 訪問リハ・ゆうわ 記入者職氏名 課長 田房 利一 

Ⅰ．法人事業目標 

.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

Ⅱ．部門目標 

1. 生産性向上の取り組み 

2.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

3.地域貢献事業の取り組み 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1. 生産性向上の取り組み 

 1-1 セラピストの業務配分を訪問系に利用者様１人でも多くシフトできるよう業務工夫を行う。 

    （１人／月 →５人／月）  

 1-2 経費削減 

     車両事故を起こさない 安全講習参加 

2. ICTを活用し組織横断的な仕組みづくり 

    2-1 タブレット、ほのぼの活用 

LIFE 入力方法・PDCA サイクルの理解活用方法について継続的学習会実施 

    2-2 職員育成 

        業務の見直しを都度行い必要があれば老健 PT との学習会 

        マシーンの取り扱い方、効果的なリハビリの勉強会 

        リハビリ助手として介護職員の育成 

        複数職員多職種で理解し誰でも活用・入力できるようにする 

         

3. 地域貢献事業の取り組み 

    3-1 健康講座タッチケア等 専門職と指導参加する 

    3-2 法人内行事での専門職による体験型リハビリを計画する 
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令和８年度 事業計画書   

部署 デイサービス 記入者職氏名 川口 欽市 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

１．予算の達成 

2.生産性向上の取り組み 

3.ケアの質の向上の取り組み 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

5.地域貢献事業の取り組み 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1.経営健全化に向けての取組み 

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

・月 1 回の居宅訪問により現状報告と新規獲得の情報収集を行う。空き状況についても情報提供を行い、新規の獲得につなげる 

・月 1 回の居宅向け広報誌、月１回のご家族様向けの広報誌の作成を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

・現場での事務分掌をおこなう。 

・複数名での担当者を配置し、職員の業務負担軽減と能力向上を行う。 

2-1-3 手順書の作成 

・現在ある手順書の見直しを、担当を置いて実施する 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

・手順書を使用して指導を行うための、現場指導のマニュアルを作成する 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

・ほのぼのの追加導入を行い、作業療法士が常時資料できる環境を整える 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 
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令和８年度 事業計画書   

部署 ケアハウスゆうわ苑 記入者職氏名 五味 賢一郎 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

 

 

Ⅱ．部門目標 

1.高稼働率の維持 

2.生産性向上に向けた新規導入 ICT 機器選定及び 業務効率化の推進 

3.サービスの質の向上及びご利用者様の生活の質の向上 

4.地域貢献事業の取り組み 

5．BCP訓練（自然災害・感染症対策）の充実と共通認識を確立する 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1． 高稼働率の維持  平均稼働率 100％が前提 

 1－1.平均稼働率 100％の維持を目指す 

1－2.月売上 1,550万円を遵守する 

1－3.月初満床を遵守する 

 1－4.適切な区分変更により平均介護度を上げる 

 1－5.相談員による広報活動の強化※待機者常時 7 名確保 

 

2.生産性向上に伴う業務効率化の推進 

 2－1.マニュアル改訂による業務省力化によりご利用者様との関わる時間を増やす 

 2－2.毎日 10分ミーティングを定着させて日々の業務について協議する 

2－3.月次ミーティング定例開催及び内容の充実化 

2－4.新規 ICT 機器の検討及び導入を進めていく 機器の導入とは具体的には？どのように活用し、生産性向上を目指すのか 

※インカムの効果的活用及び眠りスキャン全室配備により生産性向上加算Ⅰの算定へ繋げる 

 

3.サービスの質の向上及びご利用者様の生活の質の向上 

 3－1.季節行事及びレクリエーションの充実化によりご利用者様に季節の移ろいを感じて頂く中で生活の質の向上を目指す 

 3－2.職員育成の為の研修会を定期実施し、専門職としての自覚、誇りが持てるようにする 

 

4.地域貢献事業の取り組み 

 4－1.地域行事への参加を通じてご利用者様に社会とのつながりを実感していただく 

 4－2.自治会活動を事業所内に周知して地域とのつながりを密にし、職員個々に地域貢献・社会参画を意識づける 
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令和８年度 事業計画書   

部署 住宅型有料老人ホーム マ・メゾン 記入者職氏名 原 貴史 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1. 地域における公益的な取組の推進 

  5-2. 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3. 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4. 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1. 防災備蓄品の確認 

  6-2. 安否確認訓練、研修の実施 
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Ⅱ．部門目標 

1.経営健全化に向けての取組み 

2.生産性向上の取り組み 

3.ケアの質の向上の取り組み 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

5.地域貢献事業の取り組み 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

 

 

Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1.経営健全化に向けての取組み 

 1-1 管理会計シートを活用し、毎月の収支状況を把握する。 

 1-2 安定した入居率の確保を最重要課題とし、関係機関との連携強化や情報発信を通じて入居者確保を図る。併せて、広報・減

額・入居までの導線を整備する。 

 1-3 有料老人ホームとしての特徴や強みを整理し、ケアマネジャーや医療機関等への情報提供を行う。パンフレット、見学対

応、説明資料の充実を図り、入居希望者や家族に分かりやすい広報を行う。 

 1-4 誰でも見学対応が出来るよう見学案内の台本や資料作成を行う。 

 1-5 物品購入や在庫の定数管理について定期的に見直しを行い、無駄の削減と適正なコスト管理を行う。 

 

2.生産性向上の取り組み 

 2-1 業務動線・収納・物品配置を見直し、探す時間・移動時間の削減を図る。 

 2-2 有料老人ホーム職員、定期巡回、その他関係職種との役割分担を明確にし、業務の重複や曖昧さを解消する。 

 2-3 記録様式を整理・統一し、情報共有の円滑化と記録業務の負担軽減を図る。 

 2-4 入居者名簿作成者を選定し、緊急時対応・連絡先等分かり易くする。 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

 3-1 法人理念および行動規範を職員全体で共有し、入居者対応や日常業務に反映させる 

 3-2 接遇・声掛け・プライバシーに配し、常に生活の場であることを意識する。 

 3-2 安心・安全な事故防止、感染症対策を徹底し、入居者が安心して生活できる環境づくりを行う 

 

4. ICTを活用し組織横断的な仕組みづくり 

 4-1 業務効率化や情報共有の円滑化につながる ICT機器の導入を検討し、職員の負担軽減を図る。 

 4-2 有料老人ホーム職員、訪問介護、訪問看護等で共有が必要な情報について、申し送り項目・記録様式の統一を進める。 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

 5-1 自治清掃活動への参加や地域行事への協力を通じ、地域との信頼関係を構築する。 

 5-2 健康講座に職員を派遣し、地域住民の健康づくりに寄与する 

 

6. 事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

 6-1 災害時に備え、防災備蓄品の内容・数量を定期的に確認し、必要に応じて見直しを行う。 

 6-2 安否確認訓練および研修を通じて、非常時対応力の向上を図る。  
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令和８年度 事業計画書   

部署 グループホーム 記入者職氏名 中元 勝洋 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

18



Ⅱ．部門目標  

1.経営健全化に向けての取組み 

2.生産性向上の取り組み 

3.ケアの質の向上の取り組み 

4.ICT の導入・活用への取り組み 

5.地域貢献事業の取り組み 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

 

Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1.経営健全化に向けての取組み 

 1-1 稼働率の維持や取得している加算について各職員が把握しておくことで、実現のために必要なケアを意識させ、実施につ

なげる。 

 1-2 入院や緊急な受診対応をそもそも発生させないために、事故防止策の定期的な把握、実施状況や必要性の確認を行う。 

 1-3 グループホームにおける「法定での必要時間」を職員に周知させる。現場の業務体制や必要時間を確保するためにも、緊

急時での上司や各部署への連絡や応援要請を速やかに行える体制の構築・維持を行う。 

 

2.生産性向上の取り組み 

 2-1 人員が限られた中で、業務が十全に行える体制を構築・維持する。 

  2-1-1 職員がお互いの業務内容を把握しておくことで、スムーズに協力しあう環境を作る。 

  2-1-2 業務内容やマニュアルの随時見直し、作成を行う。その際に各職員の意見の確認、反映を必ず意識する。 

2-2 職員間での情報の共有を密に行う。申し送りノートや LINEなどのツールを活用し、内容の確認の有無に関してもお互いに

確認する。 

2-3 環境整備を意識し、整理整頓を行うことで働きやすい環境を作る。 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

 3-1 職員へ法人内研修などへの参加を促す。Eラーニングの内容を見直すことにより必要なケアの実施につなげる。 

 3-2 ミーティングを活用し、実際のケアの状況についての意見交換や指摘を行える職場環境を作る。 

 3-3 レクリエーションの定期的な計画・実施を行う。 

 

4.ICT の導入・活用への取り組み 

 4-1 グループホームの業務において効率化や助力が必要なものを職員間で選定する。それらのうち ICT 機器の活用で実現可能  

と思われるものを検討し、導入に向けて上申等を行っていく。 

 4-2 実際の業務において ICT機器の活用方法の見直し、更新も定期的に行っていくことで、よりよい運用を目指す。 

 4-3 上記の取り組みにおいて、生産性向上推進体制加算（ⅰ）の取得も視野に入れた活動を行っていく。 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

5-1 職員へイベントなどの周知をしっかりと行い、クリーン作戦や海岸清掃などへの積極的な参加を促す。 

 5-2 地域交流カフェなど、職員からご家族など外部への情報発信も行っていく。 

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

 6-1 部署内での備蓄品や備品の配置を、職員が把握しておく。 

 6-2 部署内での BCP の内容の確認、見直しを行う。 
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令和８年度 事業計画書   

部署 小規模多機能 トータルケアゆうわ 記入者職氏名 田房 聡子 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

１．経営健全化に向けての取り組み 

２．生産性向上の取り組み 

３．ケアの質の向上の取り組み 

４．ICT を活用し 

５．地域貢献事業の取り組み 

６．BCP の検証、見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

１． 経営健全化に向けての取り組み 

① 管理会計シートをもとに予算管理する。 

・毎月、管理シートをもとに月々の予算管理していく。 

・予算管理シートをもとに、受け入れ体制等現場において、情報共有する。 

② 老健退所者の受け入れとともに、新規利用者の確立。 

・老健相談員と連携し、計画的に受け入れていくことで、常泊者の確保していく（２～３名の受け入れ）。 

・他事業所のケアマネと連携を図りつつ、や医療機関への広報を行っていく。 

③ 経費削減の取り組み 

・物品の購入において、無駄のないようにしていく。 

 

２． 生産性向上の取り組み 

① 職場環境の整備 

・業務改善 

・マニュアルの整備 

 

３． ケアの質の向上の取り組み 

① 介護力の向上に努める。 

② 医療面において、緊急時の対応等向上に努める。 

③ 家族と連携が図れるよう、コミュニケーション力をつける。 

 

４． ICTの活用 

① 業務改善に取り組み、働きやすい職場環境作り  

→ タブレットの有効活用することで、業務時間の削減、情報共有の迅速化を図る。 

   

５． 地域貢献事業の取り組み 

① 現場内で協力し、自治清掃活動や、認知症一人歩き創作模擬訓練等へ参加する。参加した際は、近隣住民と交流してい

く。 

 

６． BCPの検証、見直し 

① TC 内において、防災備品の必要性を理解するとともに、必要備品を確認する。 

② 法人内の防災訓練の実施、実施後の反省 
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令和８年度 事業計画書   

部署 看多機サンリンク 記入者職氏名 課長   西依 憲一 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

22



Ⅱ．部門目標 

1.高稼働率の維持 

2.生産性向上に伴う業務の効率化 

3.尊厳を第一に考えたケアの質の向上 

4.介護医療連携の推進 

 

Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1. 高稼働率の維持 

 1-1.登録者２９名の維持 有料老人ホームシェモア入居者＝看多機登録のため計画はシェモアと同一 

 ・緊急短期利用や紹介ケースは迅速に対応し即応信頼のブランド化を目指す。 

・そのためには痰吸引研修修了者を５名配置し２４時間吸引対応を可能にすることを目指す。 

・法人内で終末期を迎えた方用に１部屋確保。（医療訪問の特指示対象） 

 ・広島圏域を含めた広範囲な広報活動を５日/月は必ず実施する。 

・その結果、常時待機者２名は確保する。 

 1-2.財務基盤の安定を図るために広範囲な広報活動を行う 

 ・医療機関への広報活動を実施し待機者を確保高稼働率の維持 

 1-3.経費削減の取り組み 

 ・デマンド管理システムの活用 

 

2.生産性向上に向けた業務改善 

・毎日１０分ミーティングを定着させ業務について協議 

 ・ICT 活用と業務効率の改善 

 ・各種手順書を完成させ３か月に１度見直し 

 ・環境整備を行い非効率な作業を１０％軽減 

 

３．尊厳を第一に考えたケアの質の向上 

 ・職員育成のための研修会を定期的に実施し、専門職としての自覚、誇りが持てるようにする 

 ・画一的なケアを廃止し個別ケア重視に方向性を転換 

 

4. 介護医療連携の推進 

 ・地域医療連携室に毎月訪問し情報交換をしていく 

 ・ケアマネ等協会の情報交換会に参加 

 ・ACP の推進～医療機関への情報提供～ 
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令和８年度 事業計画書   

部署 有料老人ホームシェモアゆうわ 記入者職氏名 課長   西依 憲一 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 
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Ⅱ．部門目標 

1.高稼働率の維持 

2.生産性向上に伴う業務の効率化 

3.尊厳を第一に考えたケアの質の向上 

4. 地域貢献事業の取り組み 

 

Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1. 高稼働率の維持    

 1-1. 入居稼働率 100%を目指す  

 ・緊急短期利用や紹介ケースは迅速に対応し即応信頼のブランド化を目指す。 

・そのためには痰吸引研修修了者を５名配置し２４時間吸引対応を可能にすることを目指す。 

・法人内で終末期を迎えた方用に１部屋確保。（医療訪問の特指示対象） 

 ・広島圏域を含めた広範囲な広報活動を５日/月は必ず実施する。 

・その結果、常時待機者２名は確保する。 

1-2.財務基盤の安定化 

・医療訪問対象者を R8.4月 9 名 → R9.3 月 13名 に入居コントロール。 

・平均要介護度を R8.4 月 3.8 → R9.3 月 4.0  に入居コントロール。 

 1-3.経費削減の取り組み 

 ・デマンド管理システムの活用 

2.生産性向上に向けた業務改善 

・毎日１０分ミーティングを定着させ業務について協議 

 ・ICT 活用と業務効率の改善 

 ・各種手順書を完成させ３か月に１度見直し 

 ・環境整備を行い非効率な作業を１０％軽減 

 

３．尊厳を第一に考えたケアの質の向上 

 ・職員育成のための研修会を定期的に実施し、専門職としての自覚、誇りが持てるようにする 

 ・画一的なケアを廃止し個別ケア重視に方向性を転換 

 

4. 地域貢献事業の取り組み 

 ・自治清掃活動への参加をする 

 ・健康講座の見直し、定着 

 ・BCP 訓練を自治会と協議、実践 
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令和８年度 事業計画書   

部署 定期巡回訪問サービス ユー・アンド 24 ゆうわ 記入者職氏名 原 貴史 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1. 地域における公益的な取組の推進 

  5-2. 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3. 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4. 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1. 防災備蓄品の確認 

  6-2. 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

1.経営健全化に向けての取組み 

2.生産性向上の取り組み 

3.ケアの質の向上の取り組み 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

5.地域貢献事業の取り組み 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1.経営健全化に向けての取組み 

 1-1 管理会計シートを活用し、毎月の収支状況を把握する。 

 1-2 ケアプランセンターとの連携を強化し、新規利用者獲得と継続利用に繋げる。また、マ・メゾンの高稼働率の維持と平均介

護度の向上を図り、安定した収入基盤の確立を目指す。 

 1-3 老健との親和性を高め、在宅復帰時の受け皿となるとともに、在宅→老健→在宅とローテーションが組める体制の構築を

目指す。 

 1-4 月 1 回以上居宅や医療機関などへの広報活動を実施し、定期巡回の認知向上を図るとともに、在宅生活を支えるサービス

の理解を深めてもらう。 

 1-5 訪問ルートや業務内容を見直し、移動時間や業務の重複を減らすことで効率的な運営を行う。消耗品等の使用状況を確認

し、無駄のない経費管理を徹底する。  

 

2.生産性向上の取り組み 

 2-1 生産性向上ガイドラインに基づき、職員の負担軽減と業務効率化を目的とした改善活動を継続的に実施する。 

 2-2 休憩時間確保や情報共有の体制を整え、職場環境作りを進める。 

 2-3 定期訪問・随時対応・オペレーター業務等の役割を明確にし、業務の属人化を防ぐ。 

 2-4 基本業務、緊急時対応等について手順書を作成し、誰が対応しても一定水準のサービスが提供できる体制を整える。 

 2-5 ICT を活用し、訪問記録や随時対応記録の簡素化・効率化を図る。また、情報共有を迅速に行い、サービスの質向上につな

繋げる。 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

 3-1 在宅生活を 24時間支えるサービスとして、質の高いケアの提供を目指すとともに、やりがいを持って働ける職場作りを行

う。 

 3-2  法人理念および行動規範を職員間で共有し、日々のケアや判断の基準として活用する。 

 3-2  定期的に事例検討会を実施し、対応の振り返りや課題共有を行う。 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

 4-1 ICT を活用し、訪問記録や随時対応記録の簡素化・効率化を図る。また、情報共有を迅速に行い、サービスの質向上につな

げる。 

 4-2 申し送り・注意事項・対応履歴等を ICT上で集約し、口頭伝達に頼らない仕組み作りを行う。 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

 5-1 公益的な役割として在宅高齢者を支えるえる役割を果たす。 

 5-2 地域活動に参加し、顔の見える関係づくりを行う。 

 6. 事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

 5-1 災害時に備え、防災備蓄品の内容・数量を定期的に確認し、必要に応じて見直しを行う。 

 5-2 安否確認訓練および研修を通じて、非常時対応力の向上を図る。  
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令和８年度 事業計画書   

部署 ゆうわ訪問看護ステーション 記入者職氏名 課長     高津直美 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1 管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2 財務基盤の安定を図る 

1-3 広報活動を行う 

1-4 経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT 強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1. 地域における公益的な取組の推進 

  5-2. 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3. 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4. 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1. 防災備蓄品の確認 

  6-2. 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

１． 安定した経営改善に向けての取り組み 

２． 業務手順の見直し、効率の良い業務改善 

３． ケア、記録の質の向上の取り組み 

４． ICT活用し組織横断的な仕組みづくり 

５． 地域貢献事業の取り組み 

６． 事業継続計画（BCP）の検証、見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

１． 安定した経営改善に向けての取り組み  

１－１ 管理会計シートで毎月の予算と実績をモニタリングし、健全な収益管理を行う 

１－２ ベッドの稼働率、収益の向上 

   ・シェモア入居者の医療訪問対象者を R8.4 月 9 名 → R9.3 月 13 名 に入居コントロール。 

   （訪看収入はシェモアの稼働と連動しており） 

     ・緊急短期利用や紹介ケースは迅速に対応し即応信頼のブランド化を目指す。 

・そのためには痰吸引研修修了者を５名配置し２４時間吸引対応を可能にすることを目指す。 

・法人内で終末期を迎えた方用に１部屋確保。（医療訪問の特指示対象） 

     ・広島圏域を含めた広範囲な広報活動を５日/月は必ず実施する。 

・その結果、常時待機者２名は確保する。 

・入退所の調整、退院後の状態観察の必要性での特別指示介入 

・柳井市内の関係諸機関との情報交換、共有を行うことで広報活動都市良好な関係を築く 

１－３ 訪問スケジュールの無理無駄を省き、経費削減（ガソリン代）に努めゆとりをもった安全運転を行う 

 

２．業務手順の見直し、効率の良い業務改善 

２－１ 採用者、初心者にもわかる訪問看護業務手順の作成 

２－２ 訪問看護に関する書類様式の見直しと改善 

２－３ 訪問看護計画書・報告書・情報提供書など様式に沿って作成、期限厳守の提出 

２－４ 効率の良いスケジュール作成、調整での訪問介入 

２－５ ヒヤリハットでの対策、事故防止強化 

 

３．ケア・記録の質の向上の取り組み 

３－１ ケアパレット記録内容について意見交換、改善内容検討 

３－２ 医師の指示、治療内容、期間の記載を確実に行い、利用者の現状に応じた看護計画立案 

３－３ 定期的なカンファレンス実施、評価、計画修正の習慣化 

３－４  家族、多職種との情報共有、連携で充実したケアプランとアセスメント 

３－５ 感染対策強化（職員の体調管理・標準予防策） 

 

４． ICT活用し組織横断的な仕組みづくり 

４－１ 必要な機器の検討。書類作成の効率化 

４－２ ケアパレット・ほのぼのの活用で正確な記録入力 

 

５．地域貢献事業の取り組み 

   ５－１ 地域で行われる行事・研修・会議には積極的に参加し、情報共有、事業所のアピールを行う。 

   ５－２  地域交流カフェでの健康講座参加 

 

６．事業継続計画（BCP）の検証、見直し 

   ６－１ 防災備蓄品の定期的確認 

   ６－２ 細心の緊急連絡網作成・安否確認訓練 
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令和８年度 事業計画書   

部署 地域交流ｽﾍﾟｰｽ ｶﾌｪ・ド・ﾐｭｰﾙﾌﾞﾗﾝ 記入者職氏名 久貞 晴生 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1. 地域における公益的な取組の推進 

  5-2. 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3. 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4. 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1. 防災備蓄品の確認 

  6-2. 安否確認訓練、研修の実施 
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Ⅱ．部門目標 

1.多様化ニーズに対応できるメニュー考案・提供  

2.ホスピタリティのある接遇向上 

3.売上げ目標の達成 

4.地域コミュニティーとしての役務 

 

 

 

 

Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1.多様化ニーズに対応できるメニュー考案・提供  

・藤原シェフの意思を大切に、考案いただいたレシピを活用し良質なメニューを提供する 

・ランチメニューを四季に合わせリニューアルし、リピーターの増加を図る 

・管理栄養士監修のヘルシーランチなど専門性を活かしたメニューの考案、提供 

・幅広い年齢層に対応できる料理を月に一度ミーティングで提案、試作、提供 

 

２．ホスピタリティのある接遇 

・個々のニーズに合わせた対応強化 

  ・車椅子利用客への配慮、チャイルドチェアの導入、冷水ピッチャーのセルフ利用、お客アンケート活用 

・接遇マニュアルの見直し 

  ・ケースに合わせた対応マニュアルの作成（苦情やご提案に対して） 

 

３．売上げ目標の達成 

  ・食材費高騰に対する適正価格の検討、販売価格値上げ検討 

  ・食材ロスを毎月数値化し年度末までに１０％の削減をめざす 

  ・毎月の一押しメニューを決め、メニューに対する売上目標を設定し、意識向上を図る 

  ・インスタグラムの継続的な投稿 

  ・カフェ通信を毎月発行し新規顧客につとめる 

 

４．地域のコミュニティスペースとしての役務 

  ・多世代、多文化の様々な方が気軽に集える場として提供するため、柳井社協、自治会などの行事に参画する 

  ・食育、健康セミナーの拠点化 

   子供ではなく高齢者に特化したセミナーに限定。「介護食のコツ」や「７０代からの食事」などテーマを決め 

３回/年（７月、１１月、３月）の開催を目指す。 

   ・地域への展開が雇用拡大につながるよう法人活動も併せてアピールする 
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令和８年度 事業計画書   

部署 ケアプランセンター 記入者職氏名 硯谷 香里 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3  認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4  地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1  防災備蓄品の確認 

  6-2  安否確認訓練、研修の実施 

 

 

Ⅱ．部門目標 

１．ケアプランセンター経営健全化へ取り組む 

２．生産性向上に向けた業務改善へ取り組む 

３．地域共生のまちづくりに貢献する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32



Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1. 1. ケアプランセンター経営健全化の取り組み 

（１）介護支援専門員としての専門性を高め、質の向上を図る。 

１.法人内外の研修等への参加。 

２.居宅内カンファレンスを週１回実施する。 

 

（２）介護保険制度に基づいた安定した運営を行う。 

１.特定事業所加算の算定を継続する。 

２.管理会計シートを活用し、毎月の収入や件数、サービス紹介率、利用者動向（新規、介護度変化、入退院等）を把握し、

動向を分析するとともに、確実な加算算定を行う。 

（３）経費削減に取り組む 

１.電気や冷暖房、車のガソリン、印刷用紙等の無駄を省く。  

２.物品は適正な量を計画的に発注を行い、管理する。 

 

2. 生産性向上に向けた業務改善への取り組み 

（１） 業務の見直しや改善を行い、誰がみてもできるマニュアル作りを行う（業務の分散） 

（２）誰がみてもわかりやすいカルテの統一化を図る（マニュアルの作成） 

（２） ＭＣＳを活用し、医師会、サービス事業所などとの連携をスムーズに共有できる体制を整える（連携強化） 

（３） 担当件数の増加により、多様な勤務形態や柔軟な働き方を模索し、生産性を上げる 

（４） データ連携システム、ＩＣＴ、ＩｏＴ、ネットワーク等の活用を模索する 

 

3. 地域貢献事業の取り組み 

（１）法人内の事業所との連携を密にし、相談を受けた方についてはスピーディに必要な支援を法人全体で行う。（つなげる） 

（２）法人外の事業所との連携も密に行う。情報共有の場への出席、利用者の個々の状況に応じた対応を行い、関係機関との連

携をスムーズに行い、ご本人らしさのある生活を支援する（支える） 

（３）地域での取り組み 

１）柳井市認知症地域支援推進員活動への参加 

・認知症サポーター養成講座、認知症ステップアップ講座への参加、協力 

・オレンジパートナーの育成、活動の場の提供 

２）認知症事業の推進 

・ゆめカフェ、オレンジカフェの運営推進（地域の課題へ取り組む） 

・伊保庄地区、阿月地区での集いへの協力、参加（いずれの対象者となる方々とのご縁を保つ） 

・介護者同士の家族会の立案、開催（支える人も支援する） 

３）介護医療連携の強化（住み慣れた自宅で生活を継続するための支援） 
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令和８年度 事業計画書   

部署 地域密着型介護老人福祉施設シンシアゆうわ 記入者職氏名 西村 昌弘 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標  

1.シンシアゆうわにおける経営健全化に向けての取り組み 

2.生産性向上に向けての取り組み 

3.ケアの質の向上への取り組み 

4.ICT 機器の活用による職員の負担軽減 

5.地域貢献事業の取り組み 

6.事業継続計画の検証・見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1.シンシアゆうわにおける経営健全化に向けての取り組み 

 1-1 稼働率 100％・予算目標を達成する 

 1-2 シンシア内事業所・他事業所・医療機関・特養待機者へ定期的に広報活動を行い、特養待機者となりうる要介護 4以上の 

ケースを確保する 

 1-3 利用者の ADL を定期的に評価し、介護度と ADL状況に相違がある場合には区分変更する 

 1-4 転倒などの介護事故による入院を予防する 

  1-4-①転倒や誤薬などの事故を防止するため、自他の事業所で過去に起きた事故報告書を基に分析を行い、原因や事故が起こ 

りやすい時間帯、状況を把握し、再発防止や似たような事故が起こらないよう職員が一丸となってリスク回避や観察、 

見守りの強化に取り組む 

 1-5 デマンド管理・消耗品を定期的に見直し、適切な在庫管理を行う 

 

2.生産性向上に向けての取り組み 

 2-1 利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会（シンシア生産性 

向上委員会）にてサービスの質の向上・利用者満足度の向上を図る 

 2-2 シンシア生産性向上委員会で事業所のおける課題を明確化し、課題に合わせた改善方法・業務マニュアルの見直しを行い、 

業務の質向上・効率化を図る 

 2-3 LIFE のフィードバックデータを活用し、データに基づいたケア方法を検討する 

2-4 法人の理念を基に必要なスキル・知識を習得できるよう研修計画を立て、人材育成に取り組む 

2-5 メンタルヘルスの相談窓口の継続設置、ハラスメントのない職場を目指すため、職員間で互いに「認め合う」「助け合う」 

  「感謝し合う」を合言葉に、良好なコミュニケーションを図り、働きやすい職場づくりをし、人材を定着させる 

 

3.ケアの質の向上への取り組み 

 3-1 毎月ユニットミーティング・カンファレンスを行い、業務の見直し、改善を行う 

 3-2 外部研修に参加し、職員の質の向上を図る（ユニットリーダー研修・認知症介護実践者研修） 

 3-3 感染対策訓練を年 2 回継続開催し、感染症に対する理解・対応方法を周知する 

 3-4 交通ルールの情報共有・研修会開催することで職員の安全運転意識を高める 

 3-5 シンシアでの事例報告会を年 1 回企画する 

 

4.ICT 機器の活用による職員の負担軽減 

 4-1 眠りスキャン（全居室）インカム等の通信機器を導入し、生産性向上推進体制加算Ⅰ算定に向けて体制を整える 

 4-2 全居室に見守りカメラの導入を検討する 

 4-3 クラウド型車両管理システムを導入し、アルコールチェック体制の負担緩和を図る 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

 5-1 シンシアふれあい祭りを継続開催し、地域住民との交流を図る 

 5-2 地域の活動に参加する（フードバンク事業・自治体清掃・海岸清掃など） 

 5-3 岩国市はいかい高齢者等 SOS ネットワーク事業に継続参加する 

 

6.事業継続計画の検証・見直し 

 6-1 BCP 研修・安否確認訓練を継続し、シンシア版 BCP を定期的に見直す 

 6-2 防災備品・感染予防具の定期的な確認 
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令和８年度 事業計画書   

部署 短期入所生活介護シンシアゆうわ 記入者職氏名 長谷川 亜矢 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

1.シンシアゆうわにおける経営健全化に向けての取り組み 

2.生産性向上に向けての取り組み 

3.ケアの質の向上への取り組み 

4.ICT 機器の活用による職員の負担軽減 

5.地域貢献事業の取り組み 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1.シンシアゆうわにおける経営健全化に向けての取り組み 

 1-1 稼働率 100％・予算目標を達成する 

 1-2 シンシア内事業所・他事業所・医療機関・特養待機者へ定期的に広報活動を行い、特養待機者となりうる要介護 4以上の 

ケースを確保する 

 1-3 利用者の ADL を定期的に評価し、介護度と ADL状況に相違がある場合には区分変更を依頼する 

 1-4 転倒などの介護事故による入院を予防する 

 1-5 デマンド管理・消耗品を定期的に見直し、適切な在庫管理を行う 

 

2.生産性向上に向けての取り組み 

 2-1 利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会（シンシア生産性 

向上委員会）にてサービスの質の向上・利用者満足度の向上を図る 

 2-2 シンシア生産性向上委員会で事業所のおける課題を明確化し、課題に合わせた改善方法・業務マニュアルの見直しを行い、 

業務の質向上・効率化を図る 

 2-3 LIFE のフィードバックデータを活用し、データに基づいたケア方法を検討する 

 

3.ケアの質の向上への取り組み 

 3-1 毎月ユニットミーティング・カンファレンスを行い、業務の見直し、改善を行う 

 3-2 外部研修に参加し、職員の質の向上を図る（ユニットリーダー研修・認知症介護実践者研修） 

 3-3 感染対策訓練を年 2 回継続開催し、感染症に対する理解・対応方法を周知する 

 3-4 交通ルールの情報共有・研修会開催することで職員の安全運転意識を高める 

 3-5 シンシアでの事例報告会を年 1 回企画する 

 

4.ICT 機器の活用による職員の負担軽減 

 4-1 眠りスキャン（全居室）インカム等の通信機器を導入し、生産性向上推進体制加算Ⅰ算定に向けて体制を整える 

 4-2 全居室に見守りカメラの導入を検討する 

 4-3 クラウド型車両管理システムを導入し、アルコールチェック体制の負担緩和を図る 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

 5-1 シンシアふれあい祭りを継続開催し、地域住民との交流を図る 

 5-2 地域の活動に参加する（フードバンク事業・自治体清掃・海岸清掃など） 

 5-3 岩国市はいかい高齢者等 SOS ネットワーク事業に継続参加する 
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令和８年度 事業計画書   

部署 シンシアデイサービス 記入者職氏名 チーフ   冨川 昌哉 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1 防災備蓄品の確認 

  6-2 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標   

1．シンシアデイサービスにおける経営健全化の取組み 

2．生産性向上の取組み 

3. ICTを活用し組織横断的な仕組みづくり 

4. 地域貢献事業の取り組み 

5. 事業継続計画（BCP）の検証・見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画  

1.シンシアデイサービスにおける経営健全化の取組み  

1-1 稼働率の維持（月平均 25 名、各曜日登録 27 名目標、広報活動 20件以上/月、１人当たりの利用回数 2.5/週） 

1-2 ケアプランに沿った個別ケアの充実 

1-3 ケアマネージャー、各事業所との連携、情報共有 

1-4 経費削減 

      -車両事故ゼロ(道交法を遵守した運転、アルコールチェックの徹底（朝・夕） 

危険部分を回避した送迎訪問ルートの適宜見直し 

      -物品管理システムによる、適切な在庫管理、こまめな修繕 

 

2.生産性向上への取り組み 

2-1 5S活動の実践による職場環境の整備  

2-2 週 1回ミーティングにより情報共有・課題解決をする 

2-3 業務マニュアルの見直し、改善、手順書の作成（業務内容を整備し役割の明確化） 

2-4 個別面談の実施（意見の聞き取り及び課題の明確化） 

2-5 タブレットやチャット GPT 等の ICT 活用 

  -LIFE提出(科学的介護加算：毎月、個別機能訓練加算：３か月に１回、ADL 維持等加算：半年に１回) 

 

3. ICTを活用し組織横断的な仕組みづくり 

- 加算算定の確立 – 

3-1 科学的介護推進連携加算の継続算定 

3-2 個別機能訓練加算Ⅱの継続算定 

3-3 ADL 維持等加算Ⅱの新規算定開始 

 

4. 地域貢献事業の取り組み 

4-1地域イベントへの参加、地域住民との交流（お祭り、清掃活動等） 

4-2季節行事の充実 

 

5. 事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

5-1備蓄品として日常使用品の確認・確保をする 

5-2防災机上訓練と研修への参加、事業所に適した BCP計画の策定 
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令和８年度 事業計画書   

部署 小規模多機能シンシアゆうわ 記入者職氏名 牧平 愛子 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2  自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3  認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4  地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1  防災備蓄品の確認 

  6-2  安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標  

1.経営健全化に向けての取り組み 

2.ICT を活用した働きやすい職場環境づくり、生産性向上に向けた取り組み、サービスの質向上 

3.共生社会の町づくり 

4.事業継続計画計の取り組み 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1.経営健全化に向けての取り組み 

 1-1 毎月稼働率 100％の維持・平均介護度 2.5の達成・加算の継続算定を行い安心した収入を得る 

 1-2 認知症加算Ⅲ.Ⅳの算定・個別ケア対応に取り組み満足度をあげ継続してご利用いただく 

 1-3 改定による新設及び見直しされた加算を確実に取得する 

  ・見直し：R6.7より算定の生産性向上推進体制加算（Ⅱ）⇒（Ⅰ）取得の是非、情報収集 

  ・継続：総合マネジメント、サービス体制強化、訪問体制強化、看護職配置、科学的介護推進体制加算 

1-4 必要経費を定期的に見直し、経費削減に努める 

・定期的に送迎訪問ルート、配車を見直し、経費削減と効率化に努める 

・空調、照明の適切な管理、物品を丁寧に扱い長持ちをさせる 

 1-5 シンシア居宅介護支援事業所や病院地域連携室、包括との密な連携を図り空き情報の共有新規契約につなぐ 

  

2.ICT を活用した働きやすい職場環境づくり、生産性向上に向けた取り組み、サービスの質向上 

 2-1 タブレット３台目、眠りスキャンの導入を実現し業務負担軽減や効率化、サービスの質向上を図る 

 2-2 タブレットを用い実施後のケア提供後は直ぐに入力、情報共有を行いスムーズにケア提供を行う 

 2-3 チーム全体の基礎的な介護技術の向上を図り接遇へ取り組む 

  ・訪問サービスの定期的な OJT 同行訪問の実施、訪問サービスの質を維持・向上を図る 

  ・各業務の明瞭なマニュアル、業務配分、実施時間の定期的な見直し 

  ・個別対応を徹底したチームによる小規模多機能型居宅介護計画の作成（総合マネジメント体制強化加算算定取得要件） 

  ・認知症ケアに対する定期的な研修の実施（認知症加算取得要件） 

  ・外部研修への積極的な参加 

  ・接遇を意識し様付け呼称を徹底する、尊厳、プライバシーへの配慮 

 

3.共生社会の町づくり 

 3-1 シンシアゆうわ、ふれあい祭りの継続 

 3-2 地域住民との交流行事への参加、運営推進役員による消防訓練への参加 

 3-3 地域の清掃活動に継続参加する（自治体掃除・海岸掃除など） 

 3-4 岩国はいかい高齢者等 SOS ネットワーク事業に継続参加する 

 3-5 地域ケア会議に継続参加する 

 3-6 地域包括ケア推進大会に継続参加する 

 

4.事業継続計画計の取り組み 

 4-1 定期的な安否確認訓練・研修の実施（感染症ＢＣＰ・災害ＢＣＰ） 

通い・泊り・訪問の優先順位を付ける（限られた職員対応のなか、どのサービスを維持するか明確化） 

   個別計画との連動（災害時リスク、浸水地域・医療依存度の把握） 

   ICTの活用（施設が被災しても外部から利用者情報を参照できる体制を整える） 

 4-2 防災備蓄品の確認 

   期限切れの食品がないか定期的に確認 

   備蓄品保管場所の管理 
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令和８年度 事業計画書   

部署 シンシアゆうわ居宅介護支援事業所 記入者職氏名 藤重 健一 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域における公益的な取組の推進 

  5-2 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3  認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4  地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1  防災備蓄品の確認 

  6-2  安否確認訓練、研修の実施 
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Ⅱ．部門目標  

１． 経営健全化に向け、地域包括支援センターや病院連携室への営業活動を活発に行い新規の契約数を増やす。とれる加算（入院

時情報連携加算・退院退所加算等）は確実にとる。 

２．生産性向上に向け、業務プロセスを可視化・言語化し、関係者全員が直感的に理解・共有できる体制を作る。 

３．理念・行動規範を徹底し、人間関係を大切にした風通しの良い明るい雰囲気の職場作りに取り組む。  

４．ケアプランデータ連携システムの導入。特定事業所加算算定条件を満たす人員確保を継続する。 

５．地域貢献に向けて関連事業や地域行事へ積極的に参加する。 

６．事業継続計画（BCP）に向けた法人内外の研修等へ積極的に参加する。緊急連絡網が機能する為の意識作りを行う。 

 

 

Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1. 経営健全化の取り組み 

１． 管理会計シートを活用し、毎月の収入や件数、サービス紹介率、利用者動向（新規、介護度変化、入退院等）を把握し、 

動向を分析するとともに、確実な加算算定を行う。 

２． 初回加算、入院時連携加算、退院退所加算をきちんと請求する。月 108件の実績、92.3％以上の稼働。 

３． 地域包括支援センター、病院連携室への営業を継続して行う。 

４． 物品は適正量を計画的に発注、管理する。 

 

2. 生産性向上の取り組み 

生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

１． 必要に応じて有休休暇が取れる体制、いつもリフレッシュした状態で業務に当たれる職場づくり。 

２． 誰が、いつ、どこで、何を、どのように行うのかを具体的に明らかにし業務プロセスや担当者の役割、業務量 

などを「見える化」して共通認識が持てるようにする。 

３． 誰が行っても同じ結果が出せるような手順書作成を行う。 

４． 読みやすさ・分かりやすさを優先し、必要に応じて正確な数字を盛り込んだ記録・報告書の作成を行う。 

５． スキルの高い職員が、スキルの低い職員を指導できる体制を構築していく。 

 

３．ケアの質の向上の取り組み 

  １．人間関係を大切にし、風通しの良い明るい雰囲気の職場づくりをみんなで行う。 

  ２．理念・行動規範の徹底を行う。 

  ３．OJT 強化事例検討会へ積極的に参加する。 

 

４．ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

  １．事業所に必要な機器の購入検討を行う。 

  ２．ケアプランデータ連携システムを導入し関係事業所との連携をシステム化し業務の効率化を図る。 

  ３．特定事業所加算をとるための必要人員（主任ケアマネ１名以上、常勤職員３名以上）の確保を継続する。 

 

５．地域貢献事業の取り組み 

  １．地域のクリーン作戦や海岸清掃への参加 

  ２．地域住民との交流行事への参加とシンシアふれあい祭りへの参加 

 

６．事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  １．防災備蓄品収納の協力 

  ２．普段から安否確認を意識した連絡網の確立を行う。 

３．研修へ積極的に参加する。 
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令和８年度 事業計画書   

部署 シンシアあんしんコールセンター 記入者職氏名 石原 絵美 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1. 地域における公益的な取組の推進 

  5-2. 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3. 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4. 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1. 防災備蓄品の確認 

  6-2. 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

1.経営健全化に向けての取り組み 

2.生産性向上の取り組み 

3.ケアの質の向上の取り組み 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

5.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1.経営健全化に向けての取り組み 

 ①目標登録者数の達成（30 名／スタッフ 1 名につき 6名換算） 

 ・広報活動の継続的な実施（行先…特に訪問看護と連携して病院を中心に実施、スケジュール等年間の具体的な計画作成、実行） 

 ・事例集の作成（広報活動時のツールとして定期的な作成） 

 ・対象者別（居宅向け、病院向け、家族向けなど）の広報資料の作成（パンフレット） 

 ・広報先の拡大（距離／範囲的な視点ではないもの） 

・家族の視点に立った生活ステージに合ったタイミングでの重点的な広報の実施（年間計画の作成） 

 ・ホームページの活用（主に遠方の家族を対象とした特集ページの作成、アプローチ） 

 ・SNS の活用（空き日時の情報発信や相談への早期対応の実施。公式 LINE アカウントの開設など） 

 ・全スタッフが統一した回答を可能にする定期巡回説明のマニュアル作成 

 ②経費削減の取り組み 

 ・訪問ルートの随時的な見直し 

 ・ペーパーレス、エコドライブ、エアコン管理の徹底 

2.生産性向上の取り組み 

 ①業務分担の明確化 

 ・年間、月間の業務の明確にし、役割の再分担を行う 

 ②手順書の作成と維持 

 ・新規登録から利用安定（2w～1m を目途）までの流れ、情報提供などの手順の確立と実行 

 ・訪問介護計画書に連動した個々の手順書の作成と見直し（使えるものとして維持する仕組みづくり） 

 ③記録・報告様式の工夫 

 ・情報共有方法の統一、明確化 

 ・記録内容についてのマニュアル作成 

3.ケアの質の向上の取り組み 

 ①質向上と働きがいのある職場づくり 

・ミーティングを用いた勉強会（事例検討など） 

 ・提供サービス及び対応の統一を徹底 

4. ICTを活用し組織横断的な仕組みづくり 

 ①加算算定の確立 

・2026年 6 月以降の処遇改善加算（Ⅰロ）の算定のため、タブレットを用いた業務記録のデジタル化の継続 

 ケアプランデータ連携システムの導入及び実績報告 

5.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

 ①安否確認訓練、研修の実施 

 ・定期巡回に合った BCP の見直し 
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令和８年度 事業計画書   

部署 シンシア訪問看護ステーション 記入者職氏名 守友 弘美 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1. 地域における公益的な取組の推進 

  5-2. 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3. 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4. 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1. 防災備蓄品の確認 

  6-2. 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

１． 利用者の獲得と安定した事業所運営ができる。 

２． 生産性向上ガイドラインの周知徹底と確実な取り組み。 

３．理念・行動規範の徹底と訪問看護の質の向上に向けた誠実な看護の提供。 

４．ICTを活用した看護記録の充実と正確な加算算定。 

５．地域貢献に向けて関連事業や地域行事への積極的な参加。 

６．訪問看護における事業継続計画（BCP）の見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

１． 利用者の獲得と安定した事業所運営ができる 

１－１毎月に予算と実績を分析して月々の実績管理を行う。 

１－２確実な請求業務を行い、過誤請求、返戻をなくす。 

１－３毎月１回関連する事業所及び医療機関への広報活動を行う。（月１回必ず） 

１－４ガソリン代を節約できるスケジュール巡回とする。 

２． 生産性向上ガイドラインの周知徹底と確実な取り組み 

２－１役割分担を適正に行い、効率よく業務ができる体制を作る。 

２－２訪問看護特有の手順書の作成。 

   医療保険と介護保険の制度とサービスの仕組み・訪問看護基準計画書・報告書請求に係る書類など。 

２－３毎月提出する書類の期限を遵守する。 

２－４訪問看護記録の点検を毎週実施し、年２回の自己点検表に沿った事業所の評価をする。 

３． 法人の理念・行動規範の徹底と訪問看護の質の向上に向けた誠実な看護の提供 

３－１毎月の部署ミーティングを継続実施。 

・訪問看護の基本を身に着けるための勉強会、事例検討・カンファレンス実施。 

  ３－２スタッフ間での意見交換がスムーズにできるようにお互いに助け合う雰囲気の事業所にする。 

４． ICTを活用した看護記録の充実と正確な加算の算定。 

４－１タブレット記録・報告の操作が確実に入力できるように日々の記録の漏れをなくす。 

４－２加算の算定を正確に行い、返戻・過誤申請をなくす。 

５．地域貢献に向けて関連事業や地域行事への積極的な参加。 

   ５－１近隣地域の行事や交流会には積極的に参加をして地域との信頼を深める。 

   ５－２認知症関連の研修や行事は参加し、看護に活かせるようにする。 

   ５－３健康講座の企画運営に協力し助け合う。 

５． 訪問看護ステーションにおける事業継続計画（BCP）の見直し 

シンシア全体の訓練と合わせて、 

６－１感染防止 BCP：年１回以上の実施（6月：机上訓練 実際の訓練：10月） 

   ６－２災害 BCP：年 1回以上の実施（7月：机上訓練 実際の訓練：11月） 

   ６－３安否確認のシミュレーションを行い手順書作成。 
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令和８年度 事業計画書   

部署 栄養管理課 記入者職氏名 主任  大畑 章代 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1. 地域における公益的な取組の推進 

  5-2. 自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3. 認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4. 地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1. 防災備蓄品の確認 

  6-2. 安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

2.生産性向上の取り組み 

3.ケアの質の向上の取り組み 

5.地域貢献事業の取り組み 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1.経営健全化に向けての取組み 

  1-1 栄養加算の取り組み 

  ・現在取得している加算は継続して算定する。 

・取得する加算と対象者は、毎月見直しを行う。 

  ・栄養マネジメント強化加算は管理栄養士の充足により算定する。 

1-2 経費削減の取り組み 

  ・完調品については、予定食数の把握を行い、適正な食数管理を行う。 

  ・苑で在庫管理する食品は、定期的に確認、使用、入替をして、食品ロスを削減する。 

  ・価格変動などの情勢に合わせ、業者への見積り依頼や交渉を行い、コストの見直しと削減に努める。 

  ・備品は丁寧に扱うことを意識し、消耗品は過不足のないように在庫管理を行う。 

・使用しない部屋などの電気・エアコンはこまめに切る。 

 

2.生産性向上の取り組み 

  2-1 厨房の業務改善 

  ・厨房内業務は、スタッフ誰もが行えるように協働、分担して日々取り組む。 

  ・専門職の業務は、スケジュールを立てて見える化し、必要な時間を確保する。 

・各業務については、必要なマニュアルを作成し、定期的に見直しを行う。 

・厨房縮小化に向けた業務の見直しやユニット完結への移行など、法人の方針に沿って業務改善を行う。 

   

3.ケアの質の向上の取り組み 

  3-1 サービスの質の向上と職場環境づくり 

  ・毎日の朝礼で理念と四訓、行動規範の唱和を行い、法人職員としての心構えを持ち、業務にあたる。 

  ・定期的にミーティングを開催し、日々の業務のふり返りを行い、課題解決のため意見を出し合う。 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1 地域交流行事の取り組み 

  ・伊保庄春祭りや伊保庄海岸清掃、餅つき、ふれあいまつりなどの地域行事に参加、協力を行う。 

5-4 健康講座の取り組み 

  ・年間スケジュールを確認し、栄養講座の担当月は、専門職により講師の協力を行う。 

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

6-1 備蓄品の管理 

・備蓄品リストと非常用献立の見直しを行う。 

・非常食の保管場所や使用方法をまとめ、研修等の機会を活用し、各部署へ情報共有する。 

・各部署保管の非常用飲料水は、防災委員と連携し、定期的に所在を確認する。 

・各部署と協力し、提供訓練を年 1 回実施する。 
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令和８年度 事業計画書   

部署 法人本部 記入者職氏名 冨士岡 夕香 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1  地域における公益的な取組の推進 

  5-2  自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3  認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4  地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1  防災備蓄品の確認 

  6-2  安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標  

1．管理会計に基づく予算管理と経費の適正化及び安定した財務基盤の確立 

2．生産性向上ガイドラインに基づく業務の標準化と改善の推進及び効率的な法人運営 

3．法人理念の浸透と人材育成の仕組みづくり及び質の高いケアと働きがいのある職場づくりの推進 

4．ICTを活用した業務効率化と加算算定体制の確立  

5．地域における公益的な取組の計画的な推進及び地域に信頼される法人づくり 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1．管理会計に基づく予算管理と経費の適正化及び安定した財務基盤の確立 

1-1  管理会計シートを活用し、月次での予算執行状況の確認、分析を行う 

1-2  事業所別の収支状況を把握し、課題がある場合は改善策の検討に協力する 

1-3  経費削減に向け、購買方法の見直しや共通物品の一括購入を検討する 

2．生産性向上ガイドラインに基づく業務の標準化と改善の推進及び効率的な法人運営 

2-1  生産性向上ガイドラインに基づく取組方針を法人全体で共有する 

2-2  各事業所の業務内容を整理し、業務の明確化と役割分担の適正化を支援する 

2-3  手順書・マニュアルのひな型を整備し、業務の標準化を推進する 

2-4  記録・報告様式の見直しを行い、事務負担の軽減を図る 

2-5  生産性向上に関する事例を収集し、法人内で共有する 

3．法人理念の浸透と人材育成の仕組みづくり及び質の高いケアと働きがいのある職場づくりの推進 

3-1  法人理念・行動規範を職員に周知し、日常業務に反映できるよう研修等を実施する 

3-2  OJT の実施方法を整理し、計画的な人材育成が行える体制を整える 

3-3  事例検討会や情報共有の機会を設け、ケアの質向上を図る 

3-4  職員の意見や課題を把握し、働きやすい職場環境づくりにつなげる 

3-5  人材定着に向け、育成・評価・フォローの仕組みを整備する 

4．ICTを活用した業務効率化と加算算定体制の確立 

4-1 各事業所の ICT 機器やシステムの導入状況を把握し、活用状況を確認する 

4-2 業務効率化につながる ICT活用方法を検討し、法人全体での活用を促進する 

4-3 利用料請求・情報共有等の業務について、ICT 活用による効率化を図る 

4-4 加算算定に必要な体制・要件を整理し、算定漏れの防止に努める 

4-5 ICT 活用に関する職員研修やサポート体制を整える 

5．地域における公益的な取組の計画的な推進及び地域に信頼される法人づくり 

5-1 地域における公益的取組について年間計画を立案し、事業所と連携して実施する 

5-2 地域清掃活動や地域交流行事への参加を支援し、地域住民との関係づくりを進める 

5-3 認知症ひとり歩き捜索模擬訓練や健康講座等、専門性を活かした地域貢献活動を推進する 

5-4 地域貢献活動の内容を広報し、法人の取組を地域に発信する 

5-5 行政機関や地域団体との連携を強化し、地域から信頼される法人づくりを進める 

6.事業継続計画（BCP）についての取り組み強化 

     6-1  各部署の防災備蓄品準備状況の確認を徹底し有事における対策を万全にする。 

     6-2  定期的な安否確認訓練、研修を実施することで利用者の方々の安全と事業に影響が及ぼされることが無いよう 

       準備する。 
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令和８年度 事業計画書   

部署 法人本部 記入者職氏名 冨士岡 夕香 

Ⅰ．法人事業目標 

1.経営健全化に向けての取組み  

1-1管理会計シートをもとに月々の予算管理を行う  

1-2財務基盤の安定を図る 

1-3広報活動を行う 

1-4経費削減の取組み 

 

2.生産性向上の取り組み 

2-1 生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を行う。 

2-1-1 職場環境の整備 

2-1-2 業務の明確化と役割分担 

2-1-3 手順書の作成 

2-1-4 記録・報告様式の工夫 

2-1-5 OJT の仕組みづくり 

 

3.ケアの質の向上の取り組み 

3-1 質向上と働きがいのある職場づくり 

3-1-1 理念・行動規範の徹底 

3-1-2 OJT強化事例検討会 

 

4.ICT を活用し組織横断的な仕組みづくり 

4-1 事業所での購入機器の検討 

4-2 加算算定の確立 

 

5.地域貢献事業の取り組み 

  5-1  地域における公益的な取組の推進 

  5-2  自治清掃活動への参加、近隣住民との交流行事の取り組み 

  5-3  認知症一人歩き捜索模擬訓練の実施 

  5-4  地域交流カフェを活用した健康講座（定期）の実施  

 

6.事業継続計画（BCP）の検証・見直し 

  6-1  防災備蓄品の確認 

  6-2  安否確認訓練、研修の実施 

 

Ⅱ．部門目標  

1．管理会計に基づく予算管理と経費の適正化及び安定した財務基盤の確立 

2．生産性向上ガイドラインに基づく業務の標準化と改善の推進及び効率的な法人運営 

3．法人理念の浸透と人材育成の仕組みづくり及び質の高いケアと働きがいのある職場づくりの推進 

4．ICTを活用した業務効率化と加算算定体制の確立  

5．地域における公益的な取組の計画的な推進及び地域に信頼される法人づくり 
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Ⅲ．事業計画 ※法人目標、部門目標を達成するための具体的計画 

1．管理会計に基づく予算管理と経費の適正化及び安定した財務基盤の確立 

1-1  管理会計シートを活用し、月次での予算執行状況の確認、分析を行う 

1-2  事業所別の収支状況を把握し、課題がある場合は改善策の検討に協力する 

1-3  経費削減に向け、購買方法の見直しや共通物品の一括購入を検討する 

2．生産性向上ガイドラインに基づく業務の標準化と改善の推進及び効率的な法人運営 

2-1  生産性向上ガイドラインに基づく取組方針を法人全体で共有する 

2-2  各事業所の業務内容を整理し、業務の明確化と役割分担の適正化を支援する 

2-3  手順書・マニュアルのひな型を整備し、業務の標準化を推進する 

2-4  記録・報告様式の見直しを行い、事務負担の軽減を図る 

2-5  生産性向上に関する事例を収集し、法人内で共有する 

3．法人理念の浸透と人材育成の仕組みづくり及び質の高いケアと働きがいのある職場づくりの推進 

3-1  法人理念・行動規範を職員に周知し、日常業務に反映できるよう研修等を実施する 

3-2  OJT の実施方法を整理し、計画的な人材育成が行える体制を整える 

3-3  事例検討会や情報共有の機会を設け、ケアの質向上を図る 

3-4  職員の意見や課題を把握し、働きやすい職場環境づくりにつなげる 

3-5  人材定着に向け、育成・評価・フォローの仕組みを整備する 

4．ICTを活用した業務効率化と加算算定体制の確立 

4-1 各事業所の ICT 機器やシステムの導入状況を把握し、活用状況を確認する 

4-2 業務効率化につながる ICT活用方法を検討し、法人全体での活用を促進する 

4-3 利用料請求・情報共有等の業務について、ICT 活用による効率化を図る 

4-4 加算算定に必要な体制・要件を整理し、算定漏れの防止に努める 

4-5 ICT 活用に関する職員研修やサポート体制を整える 

5．地域における公益的な取組の計画的な推進及び地域に信頼される法人づくり 

5-1 地域における公益的取組について年間計画を立案し、事業所と連携して実施する 

5-2 地域清掃活動や地域交流行事への参加を支援し、地域住民との関係づくりを進める 

5-3 認知症ひとり歩き捜索模擬訓練や健康講座等、専門性を活かした地域貢献活動を推進する 

5-4 地域貢献活動の内容を広報し、法人の取組を地域に発信する 

5-5 行政機関や地域団体との連携を強化し、地域から信頼される法人づくりを進める 

6.事業継続計画（BCP）についての取り組み強化 

     6-1  各部署の防災備蓄品準備状況の確認を徹底し有事における対策を万全にする。 

     6-2  定期的な安否確認訓練、研修を実施することで利用者の方々の安全と事業に影響が及ぼされることが無いよう 

       準備する。 
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